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参加申し込み先　（問い合わせ先）

名古屋大学　予防・早期医療創成センター

URL　http://www.pme.coe.nagoya-u.ac.jp/

〒464-8601　名古屋市千種区不老町

名古屋大学赤﨑記念研究館4F

TEL・FAX：(052) 789 - 5499

E-mail: 'ＰＭＥ拠点事務室'

kou-kyoten@post.jimu.nagoya-u.ac.jp

15:00～15:05 挨拶
名古屋大学 予防早期医療創成センター長
副総長・医学部附属病院長

松尾　清一
（まつお　せいいち）

15:05～15:45 講演1
「新成長戦略」ライフイノベーションについて

 経済産業省　大臣官房　
企画官（バイオ新規事業担当）

八山幸司 氏
（はちやま・こうじ）

15:45～16:25 講演2
大田区中小企業における医工・産学連携活動の現状と課題

財団法人　大田区産業振興協会 
産学連携コーディネーター

小澤 茂幸 氏
（こざわ　しげゆき）

16:25～17:05 講演3
心血管疾患に対するミッドカインの治療効果について

名古屋大学 大学院 医学系研究科 客員准教授
医療法人　安仁会　理事

堀場　充
（ほりば　みつる）

17:05～17:10 （小休止）

17:10～18:00 意見交換会　（会費2,000円　どなたでもご参加頂けます）

http://kou-kyoten@post.jimu.nagoya-u.ac.jp


【予防早期医療創成センターのご案内】

Innovative Research Center for Preventive Medical Engineering

Ì名古屋大学では、予防早期医療に関わる広範で複合的な研究課題に対

し、医工等分野を超えた連携や産学官の連携により、融合研究に取り組

む拠点として「名古屋大学 予防早期医療創成センター」を設置致しました。

Ì異分野・異業種が集う研究拠点で、予防早期医療に関する新しい価値を

創造することを目的に、「健康から疾病までのシームレスなケアシステム」によ

り、「蓄積した“個人”の健康・医療情報」から「“個人”に最適な予防や早

期医療を行う」為の研究を実施しております。

Ì当センターでは、融合研究を刺激しより発展させるような契機として、定期

的な研究会を開催しております。どなたでもご参加頂けます。新たな情報収

集や、協働研究の契機として、多くの方のご参加をお待ちしております。
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講演内容

講演 1  「新成長戦略」ライフイノベーションについて

　 経済産業省　大臣官房　企画官（バイオ新規事業担当）

　八山　幸司 （はちやま・こうじ）氏

今年6月に政府が策定した新成長戦略では、

ライフイノベーションとして医療・介護・健康関連

産業を今後の日本の成長牽引産業と位置づけ、

革新的な医薬品・医療機器や医療・介護技術

の開発、利用者本位の多様な健康関連サービ

スを提供する産業の創出を目指している。高齢

化社会の中で日本が目指す成長戦略を紹介

する。

医療（病院）を核とした周辺産業の育成

【イメージ】

個人の健康情報の共有

健康産業 医療 介護

周辺産業

（薬・機器など）

医療と介護の連携・一体化

病院を連携とした研究開発

商・サービス

病院を拠点とした商・サービス

医療ツーリズム
フィットネス、
健康食品等、様々

経営効率化・ＩＴ化

地域の病院ネットワーク化

講演 2  大田区中小企業における医工・産学連携活動の現状と課題

　財団法人 大田区産業振興協会 産学連携コーディネーター

小澤 茂幸 （こざわ　しげゆき）氏

大田区では（財）大田区産業振興協会が中心

となり、大田区企業における新事業創出を目指

して、２年ほど前から「医工・産学連携活動」を

推進している。本講演では、「大田区中小企業

を中心としたこれまでの医工・産学連携活動の

概要」について紹介するとともに、これまでの諸活

動を踏まえ、「医工・産学連携を進展させる為

の重要ポイント」及び「中小企業と大学等の連

携を契機とする研究・製品開発の必要性」につ

いて提案したい。

☆工業製造者と医療・介護現場のコミュニケーション。
☆中小企業同士あるいは中小企業と大学間の濃密な連携。
☆マーケティング力や販路開拓力。
☆機器メーカー（セットメーカー）や医療機器商社などとの協力関係。
☆適切な資金。

および上記を取りまとめるための、
☆「強力な推進リーダー」と「医工の情報のギャップを埋めることの

できるコーディネーターやアドバイザー」の存在が必須

推進リーダー・コーディネーター等推進リーダー・コーディネーター等

中小企業
（部品・部材メーカー）

中小企業
（部品・部材メーカー）

（中堅の）機器・
セットメーカー

（中堅の）機器・
セットメーカー

（中堅の）医療機器・
介護製品 商社

（中堅の）医療機器・
介護製品 商社

医療・介護
現場

医療・介護
現場

医工連携を進展させるための重要ポイント

大学
研究機関

大学
研究機関

大手企業
研究室
大手企業
研究室

講演 3  心血管疾患に対するミッドカインの治療効果について

名古屋大学 大学院 医学系研究科 客員准教授  医療法人　安仁会　理事

堀場　充（ほりば　みつる）

ミッドカイン（MK）投与による治療効果を各種

心血管疾患モデルで検討した。心筋障害に対

しては虚血性、非虚血性ともに心筋保護作用

が認められ生存率を改善した。また虚血下肢に

対してはその壊死・切断の予防効果が認められ

た。MKを利用した心筋保護、血管新生などを

目的とした臨床応用の開発が期待される。

ブタ急性心筋梗塞モデルに対するミッドカイン(MK) の治療効果

MK治療群Control（生食投与）

左室造影

断面

梗塞巣

ベンチャービジネスラボラトリー入り口

ベンチャーホール

ベンチャービジネスラボラトリー3階エレベーターホール奥。

矢印に従ってお進み下さい
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TEL・FAX：(052) 789 - 5499  kou-kyoten@post.jimu.nagoya-u.ac.jp
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